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データサイエンス 

【代表的な研究テーマ】 

□ AI 時代における企業経営と人材育成 

 

■ データサイエンス 

■ 意思決定 

■ 人材育成 

■ 組織経営 

 

課題解決に役立つシーズの説明 

背景： 

前職の大阪ガスにて、20 年間にわたり、社内データサイエンティストとしてビジネスに貢献する経験を積んで

きました。後半の 10 年間は、データ分析専門組織を立上げ、そのリーダーとして社内に定着させてきました。

一貫して経験したことは、データや AI を武器とすれども、最後は人を動かさなければ、会社の中では機能しな

いことです。分析力で現場の仕事のやり方を変える、分析チームのメンバーを役立つ人材に育てる、経営層に

自分たちの取り組みを分かってもらう。しかしながら、データ分析と違って、人の心は筋書き通りには動かせま

せん。そういう苦労を重ねながら歩み続け、気づけば「データ分析」と「人の心を動かす」の両者をこなせるよう

になりました。そして、20 年間に渡る失敗や苦労を積み重ねて至った自らの仕事のやり方や人の育て方、ま

た、分析組織の運営方法について、形式知として書籍や講演会で広く発信するようになりました。 

 

研究分野： 

① 企業内のデータ分析専門人材のマインドチェンジ 

単なる分析屋さんから、分析力を武器として企業に役立つ人材に成長させるにはどうすれば良いか。その育

成方法や適性について、前職での経験をベースにしながら、様々な企業で頑張っている分析者の方々との対

話機会を活用して、事例研究を行っています。 

主な業績 ： 「会社を変える分析の力」（講談社現代新書）  

「データ分析と意思決定の狭間」とそれを埋める力」（情報処理学会デジタルプラクティス論文誌） 

② 企業内におけるデータ分析専門組織のマネジメント 

間接部門にデータ分析専門組織を設けた場合に、継続的にビジネス成果を出し、継続的に有能な人材を維持

する、継続的に経営層から認知される、そういった組織にするにはどうすれば良いか。そのマネジメント方法に

ついて、前職での経験をベースにしながら、幾つかの企業へのアドバイザー経験を通して、事例研究を行って

います。 

主な業績 ： 「最強のデータ分析組織」（日経 BP） 

「企業においてデータからの情報形成力を強化するのに必要なミッションと推進体のあり方」 

（日本情報経営学会誌） 

③ AI 時代に生き残る企業の要件 

データ分析人材の育成やデータ分析組織の定着に成功しても、それだけでは目先の課題しか解決できませ

ん。現行の業務プロセスを抜本的に見直す、さらには、自社のビジネスモデルを破壊して再構築するようなイ

ノベーション型企業になるには、経営層やミドル層の力や会社全体でイノベーションに舵をきれる社内風土が

不可欠です。では、経営層やミドル層にはどのような能力が必要なのか、社内の制度や文化として何が重要

なのか。それについて、前職での経験をベースにしながら、成功企業と失敗企業の対比をヒアリングを通して

明らかにするなどして研究を行っています。 

主な業績 ： 「データドリブン思考」（ダイヤモンド社） 

「データドリブンカンパニーへの道」（講談社） 

 

学外活動： 

・平野町アナリティクス Hub（発起人） 

関西の企業で活躍するデータ分析専門家のコミュニティです。2017 年 1 月に立上げ、2 か月に 1 回のペース

で開催しています。踏み込んだ議論をするため、業界 1 社だけ参加 OK という条件で運営しています。現在、

25 社が参加しています。 

・丸ノ内アナリティクス（理事） 

東京と関西の企業で活躍するデータ分析専門家の集まりです。（株）グラフ社長の原田さんが立上げたコミュ

ニティです。理事の 1 人として、運営に携わっています。 

・DataRobot のシニアアドバイザー 
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【専門分野】 
・経営学 
・エネルギー工学 
 

【主な著作・論文】 

・「会社を変える分析の力」 
講談社現代新書，2013. 

・「最強のデータ分析組織」 
日経 BP 社，2017. 

・『企業においてデータからの
情報形成力を強化するのに
必要なミッションと推進体の
あり方』日本情報経営学会
誌,Vol31,No3,pp.32-40,2011 

・『データ分析と意思決定の狭
間とそれを埋める力』情報処
理学会デジタルプラクティス
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企業・自治体へのメッセージ 

社会人向けに、大学院講義において、「意思決定とデータサイエンス」という他に例のない講義を開発し

ました。本講義は、データと分析手法だけではビジネスに役立つに足らないものを教える講義です。大

学院への入学をお待ちしております。 


